
LEAP
【 目的・特徴 】

【 研究開発体制 】

　LEAP（ イ ン キ ュ ベ ートタ イ プ、
Leading Advanced Projects for 
medical innovation） は、 革 新 的 先
端研究開発支援事業で推進するプログ
ラムのひとつです。革新的先端研究開
発支援事業のユニットタイプ（AMED-
CREST）やソロタイプ（PRIME）等で
創出された世界をリードする顕著な研究成果を加速的に発
展させて、企業やベンチャーなどに研究開発の流れを継承
することを目的としています。
　具体的には、世界をリードする顕著な研究成果について、
プログラムマネージャー（PM）によるイノベーション指向の
研究開発マネジメントにより、技術的成立性の証明・提示、

および適切な権利化を推進します。これにより、トップサイ
エンスの成果を基にした研究開発の流れが、医療応用に向
けて、企業や臨床医、他事業などで継承され、将来にお
いて革新的な医薬品や医療機器、医療技術の創出に繋が
ることで、社会的変革に向けた広がりのある研究開発の潮
流が生まれることを期待しています。

LEAP は、PM と研究開発代表者が協働して、他の共同研
究者も含むチーム全体をマネージし、技術的成立性の証明・
提示に向けた研究開発を推進します。
● PM 及び研究開発代表者は、技術的成立性の証明・提

示を行うために必要十分で最適な研究開発体制を編成し
ます。

●研究開発課題毎にプログラムマネージャー（PM）を配置
します。研究開発代表者は、課題提案時
に PM 候補者案を提示します。

● PM は、課題評価委員会の評価・助言
の下、医療応用へ の展開を見据えて、
参画研究者間の相互連携、また国内外と
の連携によるネットワークを自ら積極的に

形成し、活用しながら、研究開発を推進します。
●研究開発代表者は、研究開発全体に責任をもち、PM が

示す技術的成立制の証明・提示に必要となる研究開発
を推進します。PM は研究開発代表者と協力し、担当す
る研究開発課題のマネジメントを行います。

●研究開発は、研究開発代表者が行います。

【 ＬＥＡＰのプログラムスーパーバイザー（PS）、プログラムオフィサー（PO）】
PS

松田 譲  加藤記念バイオサイエンス振興財団 理事長

PO

内田 毅彦  ㈱日本医療機器開発機構 代表取締役

川上 浩司  京都大学大学院医学研究科 教授

藤原 康弘  国立がん研究センター 企画戦略局長

【 研究開発期間と研究開発費】
　研究開発期間と 1 課題あたりの研究開発費は、原則として下記のとおりです。

※提案された研究開発費は、選考を通じて
査定を受けます。また、実際の研究開発
費は、研究開発課題の研究開発計画の
精査・承認により決定します。

研究タイプ

LEAP

研究開発期間

5年以内

年間研究開発費 ( 直接経費 )

3億円を上限とする

イノベーション指向の基礎研究
（革新的先端研究開発支援事業等）

ＬＥＡP
ＰＭによるイノベーション
指向の研究開発マネジメント
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インフルエンザ制圧を目指した
革新的治療・予防法の研究・開発

これまで、インフルエンザの治療法や予防に残された問題
の解決に向け、ウイルス感染と宿主応答の相関の体系的
かつ包括的理解に取り組んできました。それらの成果に基
づき、宿主因子を標的とした新規抗インフルエンザ薬の開
発、およびワクチン製造のためのウイルス高生産性システ
ムの樹立により、より効果的で安全性の高いインフルエン
ザ予防・治療のための次世代医薬品の開発に向け、研究
を発展させます。

平成26年度採択

河岡 義裕
東京大学医科学研究所 教授

プログラムマネージャー：山下 誠
東京大学医科学研究所 特任教授

DOCK ファミリー分子の生体機能と
動作原理の理解に基づく
革新的医薬品の創出

DOCK ファミリー分子は、細胞骨格の再構築を介して、種々
の細胞高次機能を制御します。これまでに、同分子が、が
ん細胞の浸潤・転移や免疫細胞の遊走・活性化に重要な
役割を担っていることを解明してきました。その成果を踏ま
え、新しいコンセプトに基づく抗がん剤リードやアトピー性
皮膚炎治療薬リード等の創出を行うと共に、未知の機能を
解明し、がん・アレルギー疾患・免疫難病の革新的治療
法の開発につなげます。

平成27年度採択

福井 宣規
九州大学生体防御医学研究所 主幹教授

プログラムマネージャー：小林 正和
九州大学生体防御医学研究所

腸内細菌株カクテルを用いた
新規医薬品の創出

私たちは、免疫系恒常性維持において本質的な役割を担
う腸内細菌株を特定する独自のスクリーニングシステムを
構築してきました。LEAP では、「免疫システム増強・消化
管バリア維持」「Beige 細胞誘導」「健康長寿」に関する３
つの課題に取り組みます。それぞれに関わる機能的に優
れたヒト腸内細菌株カクテルを単離同定します。それにより
感染症・慢性炎症・がん・代謝疾患に対する革新的な予防・
治療法を開発します。

平成28年度採択

本田 賢也
慶應義塾大学医学部 教授

プログラムマネージャー：塩田 淳
慶應義塾大学医学部 特任教授

がん治療標的探索プロジェクト

これまでに、独自の機能スクリーニング法と次世代シーク
エンサー解析法を組み合わせ、「発がん能があり」かつ「配
列異常がある」遺伝子を効率よく同定する手法を見出し、
若年がん発症に関わるがん遺伝子を複数見つけてきまし
た。この手法により、スキルス胃がん、肺がん、トリプル
ネガティブ乳がん、悪性リンパ腫、白血病など、特に若年
発症の検体で発がん原因分子を同定し、発がんの本態解
明と新たな特効薬開発を目指します。

平成26年度採択

間野 博行
国立がん研究センター 研究所 

細胞情報学分野 分野長

プログラムマネージャー：合川 勝二
国立がん研究センター東病院 臨床研究支援部門
トランスレーショナルリサーチ推進部 シーズ開発支援室 室長

発生原理に基づく
機能的立体臓器再生技術の開発

臓器形成の時間的、空間的発生原理に基づき、最先端の
遺伝子・発生工学的手法で大動物体内に作りだした発生
ニッチを利用して、臓器を作出することを目指します。動物
性集合胚研究の規制に準拠しつつ、まずはサルの臓器を
ブタ等の大動物で再生し、ヒトへの応用に向けて科学的根
拠を積み重ねます。また、疾患・治療モデルブタ、代謝・
毒性モデルブタ等の作出等の応用展開や事業化も視野に
入れ、研究開発に取り組みます。

平成27年度採択

中内 啓光
東京大学医科学研究所 東京大学特任教授部門

幹細胞治療部門 特任教授

プログラムマネージャー：渡部 素生
東京大学医科学研究所 東京大学特任教授部門

幹細胞治療部門 特任研究員

リゾリン脂質メディエーター研究
の医療応用

片脚のリン脂質 “リゾリン脂質 ” は GPCRを介し脂質メディ
エーターとしてさまざまな生理機能・病態機能を発揮します。
本研究では臨床サンプル中のリゾリン脂質・リゾリン脂質
産生酵素の測定、動物モデルを用いるリゾリン脂質の病態
意義解明を通じ、創薬・バイオマーカー開発等の医療応
用を目指します。

青木 淳賢
東北大学大学院薬学研究科 教授

プログラムマネージャー：岸川 勝哉
東北大学大学院薬学系研究科 特任教授

平成29年度採択
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制御性 T 細胞を標的とした
免疫応答制御技術に関する研究開発

私たちの身体に存在する制御性 T 細胞 (Treg) は免疫反
応の抑制に機能的に特化した T 細胞群です。本プロジェ
クトでは、Treg 特異的遺伝子発現、エピゲノム変化を制
御する技術を開発することで、最終的に炎症性 T 細胞を
Treg に機能転換できる新しい免疫抑制法の確立を目指し
ます。この技術により作製した Treg を用いて、アレルギー
や自己免疫疾患など様々な炎症性疾患の治療、また移植
臓器拒絶の抑制に取り組みます。

平成30 年度採択

プログラムマネージャー：松岡 靖史
大阪大学免疫学フロンティア

研究センター

坂口 志文
大阪大学免疫学フロンティア

研究センター 特任教授
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